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共
催
国
際
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
と
公
正
な
発
展
」
を
開
催

　

研
究
所
は
四
月
二
〇
日
、「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
と
公
正
な
発
展
」
と
題
し
、
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
（
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
戦
略
国
際
問
題
研
究
所
）、
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
（
東
ア
ジ

ア
・
ア
セ
ア
ン
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
）
と
の
三
者
共
催

に
よ
る
国
際
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
て
開

催
し
ま
し
た
。

　

本
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
、
①
今
後
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

政
権
を
担
う
で
あ
ろ
う
若
手
経
済
学
者
と
日
本
の
経
済

学
者
と
の
交
流
、
②
サ
ー
ビ
ス
自
由
化
に
関
す
る
研
究

成
果
の
シ
ェ
ア
を
通
じ
た
そ
の
重
要
性
の
認
識
共
有
を

目
的
と
し
て
お
り
、
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
、
Ｅ
Ｉ
Ｒ
Ａ
、
ジ
ェ
ト

ロ
・
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

大
学
・
研
究
機
関
等
か
ら
総
勢
三
三
名
が
出
席
し
ま
し

た
。

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
四
つ
の
視
点
で
議
論

　

本
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
四
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
か
ら
構
成

さ
れ
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
１
で
は
「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
サ
ー

ビ
ス
自
由
化
と
非
関
税
障
壁
」、
セ
ッ
シ
ョ
ン
２
で
は

「
各
国
間
・
国
内
の
発
展
格
差
」、
セ
ッ
シ
ョ
ン
３
で
は

「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
お
け
る
高
位
な
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー

ン
へ
の
参
加
」、
セ
ッ
シ
ョ
ン
４
で
は
「
中
小
企
業
の

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
へ
の
参
加
」
と
い
う
計
四
つ
の

セ
ッ
シ
ョ
ン
に
発
表
者
と
討
論
者
が
各
二
～
三
名
ず
つ

参
加
し
、
午
前
九
時
～
午
後
五
時
ま
で
熱
い
議
論
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
自
由
化
の
必
要
性
は
高
ま
る
も
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
歩
み
は
遅
い

　

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
の
伊
藤
匡
研
究
員
は
、
付
加
価

値
貿
易
に
つ
い
て
国
際
産
業
関
連
表
を
用
い
て
分
析
し
、

二
一
世
紀
以
降
は
一
九
七
〇
年
代
と
比
較
し
て
、
製
造

工
程
よ
り
も
そ
の
前
後
（
製
造
コ
ン
セ
プ
ト
や
デ
ザ
イ

ン
、
お
よ
び
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

等
）
の
付
加
価
値
が
高
ま
っ
て
い
る
実
態
を
報
告
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
国
際
価
値
連
鎖
（Global 

V
alue Chain

：
Ｇ
Ｖ
Ｃ
）
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
業
強

化
の
必
要
性
を
示
し
ま
し
た
。

　

伊
藤
研
究
員
が
全
世
界
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
付
加
価
値

向
上
に
つ
い
て
論
じ
た
の
に
対
し
、
千
葉
大
学
の
石
戸

光
教
授
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
自
由

化
の
状
況
を
定
量
的
に
分
析
し
、
さ
ほ
ど
大
き
な
進
捗

が
み
ら
れ
な
い
現
状
を
報
告
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
ジ

ア
経
済
研
究
所
の
磯
野
生
茂
研
究
員
は
、
上
海
自
由
貿

易
試
験
区
に
お
い
て
非
関
税
障
壁
除
去
と
サ
ー
ビ
ス
自

由
化
が
進
め
ら
れ
た
場
合
の
中
国
国
内
と
東
ア
ジ
ア
全

域
へ
の
経
済
的
影
響
に
つ
い
て
分
析
し
た
結
果
を
発
表

し
ま
し
た
。
経
済
地
理
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル

（
Ｉ
Ｄ
Ｅ
―
Ｇ
Ｓ
Ｍ
）
を
用
い
て
分
析
し
た
結
果
、
中

国
国
内
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
押
し
上
げ
ら
れ
る
一
方
で
多
く
の

ア
ジ
ア
諸
国
に
は
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
も
た
ら
さ
れ
る

と
の
内
容
が
示
さ
れ
、
改
め
て
サ
ー
ビ
ス
自
由
化
と
非

関
税
障
壁
除
去
の
重
要
性
が
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
議
論
か
ら
、
全
体
と
し
て
は
、
サ
ー
ビ
ス

業
に
お
け
る
付
加
価
値
の
高
ま
り
に
と
も
な
っ
て
サ
ー

ビ
ス
業
へ
注
力
す
る
必
要
性
が
顕
著
に
示
さ
れ
る
一
方
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
に
お
い
て
は
さ
ほ
ど
進
捗
が
み
ら
れ

な
い
状
況
が
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
中
小
企
業
が
国
際
価
値
連
鎖

に
入
り
込
む
た
め
に

　

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
のD

ionious A
. N

arjoko

研
究
員
は
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
（
Ｓ
Ｃ
）
へ
参
加
／
非
参
加
の
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
国

内
の
中
小
企
業

を
比
較
し
た
結

果
を
報
告
し
ま

し
た
。
報
告
で

は
、
Ｓ
Ｃ
に
参

加
し
て
い
る
中

小
企
業
の
方
が
、

企
業
規
模
、
外

国
資
本
の
比
率
、

操
業
年
数
、
機

械
の
新
規
導
入

等
の
革
新
努
力

に
お
い
て
優
れ
て
い
る
状
況
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

つ
ま
り
、
資
金
や
技
術
面
で
不
利
な
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

国
内
の
中
小
企
業
が
国
際
価
値
連
鎖
に
入
り
込
む
た
め

に
は
、
例
え
ば
資
金
や
技
術
面
で
優
位
な
外
資
系
企
業

の
支
援
を
通
じ
た
Ｓ
Ｃ
参
入
に
よ
り
、
地
場
の
中
小
企

業
を
育
成
す
る
必
要
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

開
催
後
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
日
本
双
方
の
参
加
者
か

ら
「
非
常
に
刺
激
に
な
っ
た
」「
今
後
も
是
非
こ
う
し

た
機
会
を
持
ち
た
い
」
等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
両
国

の
研
究
者
を
結
び
つ
け
る
と
い
う
目
的
に
対
す
る
大
き

な
成
果
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

昨
年
一
〇
月
に
一
〇
年
ぶ
り
に
政
権
が
交
替
し
て
発

足
し
た
ジ
ョ
コ
・
ウ
ィ
ド
ド
（
通
称
ジ
ョ
コ
ウ
ィ
）
政

権
に
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
さ
ら
な
る
成
長
の
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
で
は
、
引

き
続
き
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
含
む
東
ア
ジ
ア
に
焦
点
を
当

て
た
研
究
事
業
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

本
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
概
要
等
は
、
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
文
責　

研
究
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
職　

荒
木
慶
太
郎
）

関係者による集合写真


